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「ぽろたん」は、こうして生まれた
クリは、わたしたちの身近な食材として昔から親しまれてきました。

秋の味覚・栗ご飯をはじめ、栗きんとんや栗鹿の子、栗の甘露煮、モン
ブランケーキ、マロングラッセ、中国等から輸入されている天津甘栗な
ど、さまざまな工夫を加えて利用されています。

わたしたちが、果実として食べているのは、クリの種子に含まれる子
葉（果肉）の部分。子葉は、トゲのある“いが（毬）”や堅い“鬼皮”、さらに、
薄い“渋皮”に包まれています。クリを食べるためには、鬼皮と渋皮を取
り除くという手間のかかる作業が必要です。

栗ご飯に使うクリは大粒でおいしいけれど渋皮がむきにくいのに、小
粒の「天津甘栗」はむきやすいのはなぜ？ と思ったことはありませんか。
実はこの二つ、植物学的にはまったく別の種類で、前者は「ニホングリ」、
後者は「チュウゴクグリ」という植物種なのです。

“これらの長所をあわせ持ったクリをつくりたい！ ”
しかし、その品種改良は容易ではありませんでした。「クリタマバチ」

という害虫との闘いに多くの時間が必要だったからです。そこでまず、
害虫に強い品種改良に着手。その中から、現在もクリの主要品種として
全国で栽培されている「丹沢」「筑波」「石鎚」などが生まれました。

その後、クリタマバチの天敵「チュウゴクオナガコバチ」の導入で、
クリの害虫被害が減少。これを機に、1990年代前半に食味や渋皮のむ
きやすさ（渋皮剥皮性）を最重要視した品種改良が本格化しました。

こうした、さまざまな研究成果を背景にして「丹沢」と「550-40」を親
とする「ぽろたん」は誕生しました。

大粒で甘くおいしい「丹沢」の良さをしっかり受け継ぎ、渋皮がポロッ
とむける、果樹茶業研究部門生まれの新しいブランド栗です。
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渋皮剥皮の前処理として必要な傷入れ機械の開発

「ぽろたん」をむいてみよう！
どうやって切れ目を入れるの？ 04P

各種加熱装置を用いた渋皮剥皮技術の開発と加工適正の検討

「ぽろたん」をむいてみよう！
どうやって加熱したらいいの？ 06P

長期流通を可能にする貯蔵技術の開発

「ぽろたん」は
どのように貯蔵したらいいの？ 08P

「ぽろたん」をむいてみよう！
食べてみよう！

中課題：果実の貯蔵および渋皮剥皮技術の開発

小課題

「ぽろたん」の一番の長所は、渋皮が簡単にむけ

ることです。今までのニホングリ（日本に特有の

クリの種類）にはこのような特性をもつ品種がな

かったため、「ぽろたん」の長所を最大限に活用す

るためには、新たな加工・流通・貯蔵に関する技

術開発が必要となります。

「ぽろたん」の渋皮をむく場合、実に切れ目を入

れてから加熱しますが、切れ目の入れ方や加熱方

法などを間違えると、渋皮がむけなかったり、実

が破裂する危険性があります。そのため、「ぽろ

たん」の渋皮をむくために最適な切れ目の入れ方

や最も効率的な加熱方法を見つける必要がありま

す。また、切れ目を入れる作業は、加工産業では

コストの増加につながり、家庭ではケガにつなが
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「ぽろたん」をむいてみよう！
食べてみよう！

る可能性もあります。そこで、「ぽろたん」の実に

自動で切れ目を入れる機械を開発して、作業の省

力化をめざしました。

「ぽろたん」の実が収穫できる時期は、９月の上

旬～中旬を中心としたごく短い期間ですが、「栗

きんとん」や「モンブランケーキ」などの商品に代

表されるように、食品産業におけるクリの需要は

年間を通じてあります。そのため、「ぽろたん」の

実を貯蔵して長く利用できるようにするための方

法を開発する必要があります。「ぽろたん」を上手

く利用するためにいろいろな方法を調べました。
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「ぽろたん」は半分に切ってもむける！
刃物を使って「ぽろたん」の実にぐるりと切れ目を入れる
作業はとても危険です。農研機構果樹茶業研究部門では、

家庭で「ぽろたん」を利用する場合には、半分に切る方法
をおすすめしています。

「ぽろたん」は半分に切った状態でも、加熱するとポロッと
むけちゃいます。（加熱方法は次のページをご覧ください。）

１）「ぽろたん」をまな板の上に置き、包丁の角（あご）の 
部分を使って鬼皮に軽く切れ目を入れます。

２）切れ目を入れた部分に包丁の刃を当て、 
「ぽろたん」を半分に切ります。

1）

小課題：渋皮剥皮の前処理として必要な傷入れ機械の開発

「ぽろたん」をむいてみよう！
どうやって切れ目を入れるの？

「ぽろたん」は実に切れ目を入れてから熱を加えることで渋皮が簡単にむけることがわ
かっています。では、最も簡単に皮をむくためにはどのように切れ目を入れたらいいの
でしょうか。また、切れ目を入れる作業を自動化することはできるのでしょうか。

いままでのニホングリは、渋皮
が簡単にむけないため、刃物を使っ
て渋皮を削り取る作業が必要でし
た。家庭で栗ご飯や甘露煮などの
クリ料理を作る時には一苦労しま
した。しかし、「ぽろたん」は切れ
目を入れて加熱するだけで簡単に
渋皮をむくことができます。そこ

で、「ぽろたん」の渋皮をむくため
に最適な切れ目の入れ方を調べま
した。また、切れ目を入れる作業
を自動化することができれば、加
工産業においてコスト低減が可能
になるだけでなく、あらかじめ切
れ目の入った「ぽろたん」を出荷す
ることで、家庭でもっと手軽にクリ

料理を楽しめるようになると考え
ました。そこで、「ぽろたん」に自
動で切れ目を入れる機械（ぽろたん
カッター）の開発をめざしました。

「ぽろたん」をむくためには
どうやって切れ目を入れるの？

予備知識

2）
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正面

切れ目の位置

底面側面

図 6　 「ぽろたんカッター」で切れ目
を入れた実

図 5　「ぽろたんカッター」拡大図
※実を回して切れ目を入れる

図 4　開発した「ぽろたんカッター」

図 1　「ぽろたん」の鬼皮と渋皮の厚さ合計

図 2　「ぽろたん」の実の断面
 ※鬼皮から渋皮までの厚さを測定

図 3　切れ目の範囲と位置

切れ目の深さ3.5mm、
長さはぐるりと3/4周！

１. 「ぽろたん」を加熱してむく場合、渋皮
が最も簡単にむけて、むいた後に傷跡
が目立たない切れ目の入れ方は、深さ
3.5mm（図 1）で、長さが 3/4周（図３）
でした。

２. 「ぽろたん」の実を大量に処理する機械「ぽろたんカッター」を開発しました（図 4）。「ぽ
ろたんカッター」は、1日 8時間の連続稼働で約 7,200個（約 200kg）の実に切れ目を入れ
ることができるため、作業の省力化が可能です。また、安全性も十分に考えられた設計
となっています。

研究の成果
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農研機構果樹茶業研究部門では、家庭などで比較的少量の「ぽろたん」の実を利用す

る場合には、次の方法をおすすめしています。（やけどやケガにご注意ください。）

【むいた実をそのまま食べる場合】
1）予熱したオーブントースターに、半分に切った「ぽろたん」をならべます。

※一度に加熱する数は、「ぽろたん」5個分（半分にした状態で 10個）が目安です。
2）そのまま加熱してください。

※加熱時間は 600Wで 12 ～ 15分が目安です。
3）加熱した後、温かいうちにむけば実がぽろんとはずれます。

【むいた実を調理する場合】
1）沸騰したお湯に、半分に切った「ぽろたん」をいれます。
2）そのまま 2 ～ 3分ゆでてください。
3）お湯から取り出した後、温かいうちにむけば渋皮ごと皮がはずれます。

※むけた実は生（なま）に近い状態です。
いろいろなクリ料理をお楽しみください。

小課題：各種加熱装置を用いた渋皮剥皮技術の開発と加工適正の検討

「ぽろたん」は実に切れ目を入れてから熱を加えることで渋皮が簡単にむけることがわ
かっています。 では、熱を加えるためにはいろいろある方法の中で、どれがいいのでしょ
うか。また、熱を加える時間や温度はどのようにしたらいいのでしょうか？

「ぽろたん」をむくためには
どんな加熱方法がいいの？

「ぽろたん」の鬼皮と渋皮をまとめてむくための加熱
方法として、「オーブンレンジ（遠赤外線）」、「過熱水
蒸気（高温スチーム）」「電子レンジ（電子線）」「ブラン
チング（熱湯）（図1）」の4 種類の方法を使って、温度
や加熱時間を変えながら、「ぽろたん」をむくために最
適な方法を調べました。

「ぽろたん」をむいてみよう！
どうやって加熱したらいいの？

予備知識

図 1　ブランチング（熱湯）による方法
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熱湯３分！ブランチングが最適。

1. 加工場などで比較的大量の「ぽろたん」の実
を一度に処理する場合には、ブランチング（熱
でゆでること）による方法が、最も実の破損が
少なく確実で、なおかつ渋皮をむき終わるまで
の作業が最も短時間ですむことがわかりました

（図 2）。ブランチングは特殊な加熱機器が必要
なく、他の加熱方法に比べて設備費が安価な点
も長所です。

2. ブランチングの場合、2分間で渋皮がむけるよ
うになりますが、冷めてくると渋皮がむきに
くくなりました。3分間では冷めてからも渋皮
がむきやすい時間が長く続くことがわかりまし
た。5分間以上では渋皮がむきやすくなります
が、果肉の色が悪くなりました。（図 3）また、
熱湯の温度が 95℃を下回る場合には、渋皮が
むけにくくなることがわかりました。（図 4）

3. これらの結果から、「ぽろたん」は効率的に渋
皮をむくことができ、しかも製品の歩留まりが
ほぼ原料重量の 100％（甘露煮加工の場合）と
なることから、従来のニホングリに比べて、同
じ重量の生果を使った場合、より多くの加工品
を作ることができるという長所があります。た
だし、甘露煮加工の場合、従来の方法で加工す
ると、実が割れる確率が高いという欠点が明ら
かになりました。今後、対策技術の開発が必要
です。

研究の成果

図 2　加熱法と剥皮にかかる所要時間

図 3　ブランチング時間とはく皮時間の関係

図 4　お湯の温度とむき栗（10個）に要する時間
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小課題：長期流通を可能にする貯蔵技術の開発

「ぽろたん」は
どのように貯蔵したらいいの？

「ぽろたん」は渋皮がむけやすいだけでなく、実が大きくておいしい品種です。このよう
な特性をもつニホングリはなかったため、実を貯蔵した場合の特性の変化についてわかっ
ていません。では、「ぽろたん」の実はどのように貯蔵したらいいのでしょうか。また、
貯蔵した実から甘露煮を作った場合、貯蔵温度や貯蔵期間の違いによって、味や外観に
どのような違いがでるのでしょうか。

「ぽろたん」の実は、出荷時期が9月に集中します。
少しでも長く貯蔵することができれば、加工産業や家
庭においてもっと利用しやすい食材となります。そこ
で、一般的な貯蔵設備において温度条件をマイナス

１℃とプラス２℃で貯蔵し、渋皮のむけやすさの違い
とその実を甘露煮に加工した場合の品質の違いを調べ
ました。

「ぽろたん」の実は
貯蔵したら変わるの？

加工後の変色果実

収穫したてのクリは、糖度が 3 ～ 4％しかなく、あまり
甘くありません。でも、この実を低温で貯蔵すると、約
1ヶ月で糖度が２倍程度まで上がり、とても甘くなりま
す。これは、クリの実に多く含まれるデンプンが、低温
で働く酵素によって糖に分解されるためです。そこで、
新鮮なクリが手に入ったら、家庭の冷蔵庫のチルド室

（0℃付近）に1ヶ月程度入れておくことをおすすめしま
す。ふつうの冷蔵室（5℃付近）でも糖度は高くなります
が、カビが発生する可能性がありますので、注意が必要
です。また、貯蔵の際は乾燥しないように薄手のビニー
ル袋に入れて、袋の口は折っただけで縛らずに入れて
おくといいでしょう。

予備知識

図１　マイナス 1℃ 2 ヶ月貯蔵果実で作った甘露煮
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1. 貯蔵した「ぽろたん」の実で甘露煮を作った場合、
貯蔵温度がマイナス 1℃の場合は 6 ヶ月まで、プ
ラス 2℃の場合は 4 ヶ月間まで、味は変わりませ
んでした（図 2）。また、「ぽろたん」の実は貯蔵期
間が長いほど渋皮がむけやすくなることがわかり
ました。

2. 貯蔵した「ぽろたん」の実で甘露煮を作った場合、表面に局所的な変色（図 1）がみられ
るようになります。貯蔵温度がマイナス 1℃の場合は 2 ヶ月で 1割、4 ヶ月で 5 ～ 6割で
すが、貯蔵温度がプラス 2℃の場合は 2 ヶ月で 2 ～ 3割、4 ヶ月目以降はほぼ全てに変色
がみられました。そのため、表面の局所的な変色を避けるためには、貯蔵期間は 1 ～ 2 ヶ
月が適当です。

3. 貯蔵した「ぽろたん」の実で甘露煮を作った場合、
全体的に色が黒っぽくなります（図 3）。貯蔵温度
が高いほど短い期間で変色してしまいます。そこ
で、貯蔵した「ぽろたん」の実で作った甘露煮を
鮮やかな黄色に保つ方法を開発しました（図 4）。

［甘露煮の変色防止方法］
加熱して剥皮した果肉を 80℃の 2.5％
ビタミンC溶液に 10分間浸け、加工
時の糖液にビタミンC ・クエン酸・食
塩を 0.05％ずつ添加します。ただし、
処理せずに作った甘露煮に比べると、
やや風味がうすくなります。

研究の成果

チルドの温度帯で。
甘露煮を作るなら、
貯蔵から１～２ヶ月がベター！

図 2　甘露煮の食味総合評価

図 3  貯蔵した実で作った 
「ぽろたん」の甘露煮

※全体的に色が黒っぽくなる

図 4 「甘露煮の変色防止方法」で作った
「ぽろたん」の甘露煮

※ 図 3と同じ条件で貯蔵した実に対し、
上記方法を使用することで鮮やかな
黄色になる
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中課題：早期成園化技術と果実生産技術の確立

「桃、栗三年、柿八年」ということわざがありま

すが、今は接ぎ木という方法で苗木が作られてい

るため、植えた年から実（毬
いが

）が着くことがあります。

この実を収穫しようとすると、枝の伸びが悪くなっ

てしまうことがあるため、グッとこらえて早めに切

り落とすことが必要です。しかし、できるだけ早く

木を大きくし、たくさんの実を収穫したいのが人情

ですから、「ぽろたん」に適した方法を考える必要

があります。

クリの実が本格的に収穫できるのは、植えてか

ら5年目ころからで、10年目ころに最盛期をむかえ

ます。ただし、木の管理をしないでほったらかしに

していると、「前の年はたくさん収穫できたのに今

年は少ししか収穫できなかった」とか、「前の年は

大きな実がとれたのに今年は小さな実ばかりだっ

た」など、残念な結果になってしまいます。クリの

木は、植えてから15年目ころを過ぎると、とても

大きくなって管理がしにくくなります。となりの木

「ぽろたん」を育 ててみよう！

副梢利用による早期成園化技術の確立

「ぽろたん」の木を 
早く大きくするためには？ 12P

大果・安定生産が可能な整枝・せん定技術の確立

「ぽろたん」の実を 
たくさん収穫するためには？ 14P

大果・安定生産が可能な整枝・せん定技術の確立

長く、安定して「ぽろたん」の木から 
大きな実を収穫するためには？ 16P

品質変動の解析と対策の策定

「ぽろたん」のシワ果ってどうなの？ 18P

「ぽろたん」と一緒に 植えるなら 
どの品種？ 19P

小課題
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と重なって日当たりが悪くなれば、間伐（余分な木

を間引く）をしたり、場合によっては枝の伸びが弱

くなった木の植え替えもしなければなりません。そ

こで、長く育てて大きくなった「ぽろたん」から、毎

年、大きな実をたくさん収穫するための方法が必

要になります。

ところで、「ぽろたん」の実をひろっていると、時々

表面の皮（鬼皮）にシワがよったものが見られます。

少し見栄えが悪い気がしますが、中身はどうなって

いるのでしょうか？ また、クリは一つの品種だけ

を植えても実のつきが悪いため、違う品種を「受粉

樹」として一緒に植える必要があります。しかし、

一緒に植える品種の違いによって、実の大きさや

渋皮のむけやすさなどの特徴が変わることがある

ため、「ぽろたん」と一緒に植える品種選びがとて

も重要になります。そこで、「ぽろたん」を上手に

育てるために、いろいろな特性を調べました。

「ぽろたん」を育 ててみよう！
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結果母枝の先端を
1/5切り返すと

切り返さないと

冬の樹体

夏の状況

次年の結果母枝の伸びが良い
成木化が早い（連年結果）

次年の結果母枝の伸びが悪い
成木化が遅い（隔年結果）

※切り返し：枝の途中から切り込んで、そこから新梢を発生させるせん定方法のこと

小課題：副梢利用による早期成園化技術の確立

「ぽろたん」の木を 
早く大きくするためには？

クリの木は、植えてから３年目ころまでを幼木期といい、一般的に実をつけさせないよ
うに管理します。では、実をつけさせない期間を１～２年短縮して早く一人前の収穫が
できる「ぽろたん」の木を育てるためには、どのような方法があるのでしょうか。

これまでのクリの研究で、「ぽろたん」の親品種「丹
沢」において、副梢のある苗（図1）の植え付けと幼木
期の枝（結果母枝）の先端を5分の1せん定すること（図
2）により慣行栽培に比べて成木になる期間を短くでき
ることが明らかになっています。クリの幼木の枝の伸
び方や雌花（実）の付き方は、品種や栽培場所によって
異なります。そこで「ぽろたん」において、副梢のある
苗と副梢の無い苗（慣行苗）の植え付け後の生育と収穫
量を調べました。また幼木期の枝の先端の切り返し程
度の影響についても調べました。

「ぽろたん」の木を植えてから短い年数で
たくさんの実を収穫する方法は？ 

毬の着く枝＝結果母枝
良質な結果母枝には、
たくさん毬が着きます

図 1　「副梢利用苗（左）」と「慣行苗（右）」

図 2　「ぽろたん」における結果母枝の先端の切り返しの有無と樹体生育

副梢
（苗の育成時に発生）

副梢が無い
（苗の育成時に切削してある
又は発生していない）

※副梢：当年に生えた枝（新梢）からさらに生えた枝のこと
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1. 「ぽろたん」の副梢利用苗は、慣行苗に比
べて、植えてから 3年目の 1樹当たりの毬
数と収量が 2倍以上多くなります（図 3）。

2. 「ぽろたん」の副梢利用苗の最適な副梢数
は 2本以上です。

3. 「ぽろたん」の副梢利用苗は、自分で接ぎ
木して育成することができます。「ぽろた
ん」の副梢利用苗を育成する場合、接ぎ木
する位置（地上から 20cm前後）の太さが
15mm以上の台木に接ぎ木すると、副梢
の発生本数が多くなります。

4. 植えてから 4年目まで毎年、冬のせん定
時に結果母枝の先端部を 5分の 1切り返す
ことによって、木の生育がよくなり、当
年につく毬の数を多く確保できるだけで
なく、次年の結果母枝の発生を多くする
ことができます（図 2, 4）。

研究の成果

図 3　 3年生「ぽろたん」における 
副梢利用苗と慣行苗の着毬数と収穫

図 4　 4年生「ぽろたん」における 
結果母枝先端部の切り返しによる 
着毬と生育への影響

副梢が２本ついた苗を植えて、
４年目まで枝を切り返す。
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小課題：大果・安定生産が可能な整枝・せん定技術の確立

「ぽろたん」の実を
たくさん収穫するためには？

クリの木は、大きくて品質の良い実を毎年たくさん収穫するために、冬のせん定（図 1）
が大切です。翌年に実のつく枝（結果母枝）のうち、たくさん実をつける良質な結果母枝
を選び、最適な数を残す必要があります。しかし、良質な結果母枝は、品種や樹の年齢

（樹齢）、気象条件によって異なります。では「ぽろたん」の木に適した結果母枝の選び方
や残し方（結果母枝の密度）はどうしたらいいのでしょうか。

「ぽろたん」の木から大きな実を
毎年たくさん収穫する方法は？

「ぽろたん」は新しい品種のため、
雌花のつき方などの特性がわかっ
ていません。そこで、クリの主産
地である茨城県、岐阜県、熊本県
において、成木期の「ぽろたん」を
用い、結果母枝の種類（前年結果枝、
発育枝）や資質（長さや太さ）と雌
花の数や収穫量の関係から優良な
結果母枝の条件を調べました。ま
た、樹ごとに結果母枝の数（密度）
を変えて収穫量や枝の伸びを調べ
ました。

図 1　せん定の様子
せん定とは、樹木の生育や結実を調整したり、樹形を整えたりするために、枝の一部を切り取ることです。

クリの主産地では、木の高さを低く維持し（3.5m程度）、
かつ品質のよいクリをたくさん収穫することを目標に、
地域や品種、樹齢に応じたせん定方法を開発しています。
たくさんある実を着ける枝（結果母枝）の候補から、良
質なものを選び木の広がり（樹冠占有面積）に応じて適
した本数だけ残してせん定します。
収穫量が最も多くなる 8 ～ 10年目頃（成木期といいま
す）の木では、結果母枝の太さと長さ、特に基部の太さ
が、雌花や実の着く数に影響することが明らかとなっ
ています。最も多く栽培されている「筑波」という品種

では、基部の太さが 7 ～ 8mmで 4個以上の実が着くと
されています。また、前年に実が着いた枝（前年結果枝）
か、着かなかった枝（このうち充実したものを発育枝と
呼びます）かによっても、当年の雌花や実の着く数が異
なります。「筑波」では太くて長い発育枝にたくさん着
くのに対し（1枝に 20個以上つくこともあります）、「銀
寄」という品種では、発育枝にはあまり実がつきません。
結果母枝を残す本数も大切であり、「筑波」では良質な
結果母枝を、樹冠占有面積 1㎡当たり 7 ～ 8本残すとよ
いとされています。 

予備知識

せん定前 せん定後
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1. 基部の太さ（基部より 5cm上の長径）が 7mm以
上で先端の太さ（先端から 3芽と 4芽の間の長径）
が 4mm以上の結果母枝は、雌花（実）数が多く、
大きな実をたくさん生産できます（図 2）。

2. 結果母枝の長さが 20cm以上であれば、長さによ
る雌花（実）数、収量に差はあまりありません。

3. 同じくらいの太さの枝なら、結果母枝は発育枝
より、前年結果枝の方が、雌花（実）数や大果（2L
以上の実）が多い傾向があります（図 3, 4）。

4. 優良な結果母枝を、樹冠占有面積（木の広がって
いる面積）1㎡あたり 6本程度の密度で残してせ
ん定すると、毎年、大きな実を安定して生産で
きます（図 5）。

研究の成果

太い枝を使う。
本数は1㎡当たり6本程度が最適！

2.0

1.6

1.0

0.5

0.0

32

30

28

26

24

22

20
H21
4本 6本 8本
H22 H21 H22 H21 H22

（㎏/㎡） （g）

果
実
重

収
量

収量 果実重

図 4　 結果母枝の基部径、 
先端部径と雌花数および収量

図 5　結果母枝密度（残す本数）と収量および果実重の関係

①
②

③
④

基部の太さ
7mm以上

先端部の太さ
4mm以上

5cm

図 2　せん定する枝を選ぶポイント

図 3　前年に毬果が着いていた痕

177g/本

359g/本

7mm以上7mm未満 基部の太さ

（前年結果枝の場合）

4mm以上4mm未満 先端部の太さ

4.3個/本

7.5個/本

9.2個/本

15.5個/本

2L以上の果数

収量

雌花数
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長く、安定して「ぽろたん」の
木から実を収穫するためには？

クリの木は、樹齢とともに背が高くなりますが、背の高くなった木をせん定する作業はた
いへんです。しかし、ほったらかしにしておくと、ますます木が大きくなって、ひどい場
合には木が枯れてしまうこともあります。では、「ぽろたん」の木が樹齢を重ねても、毎
年安定してたくさんの実を収穫できるようにするためにはどうしたらいいのでしょうか。

樹齢を重ねた「ぽろたん」の木から
毎年安定して実を収穫する方法は？

クリの経済樹齢（経済的に採算のとれる収穫量にな
るまでの樹齢）は20年程度と言われています。しかし、
植えてから20年もたった木を切りたおし、新たに植え
か替えることは、たいへんな労力と費用がかかります。
また、植え替えた後、数年は実が収穫できないことを
考えると、できるだけ長い期間、元気な木を維持する
方法が必要となります。

岐阜県が開発したカットバック（太い枝の切り戻し）
と長い結果母枝（長い発育枝）を使ってせん定する「岐
阜方式超低樹高栽培法」が「ぽろたん」に応用すること
ができるのかを検討し、結果母枝の種類や資質、雌花
の数や収穫量の関係から、優良な結果母枝の条件を調
べるとともに、木ごとに結果母枝の数（密度）を変えて
収穫量の違いについて調べました。

岐阜方式超低樹高栽培法は、せん定する高さが 2.5m以
下と低く、方法も簡単です。この方法では、成木期の
せん定と違い基部の太さが 10mm以上で長さが 1.5m前
後の長い発育枝を結果母枝として使います。そして、1
年たったらその結果母枝は基から切り落とし、新しく発
生した発育枝を残します。

一般的なクリの品種「筑波」や「丹沢」では、この長い発
育枝（結果母枝）に10個前後の毬がつくため、カット
バック整枝法に適することが明らかになっています。し
かし、「銀寄」や「出雲」という品種では、長い発育枝に
毬があまりつかないため、利用できません。

予備知識

主枝

チェーンソーで
主枝をカットバックすると…脚立が必要 脚立が不要

小課題：大果・安定生産が可能な整枝・せん定技術の確立
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1.  岐阜方式超低樹高栽培法でせん定した「ぽろたん」
の雌花（毬）数は、結果母枝の長さや太さよりも、
種類（前年に毬が着生していない枝：発育枝、前年
に毬が着生した枝：前年結果枝）によって差があり
ます（図 1）。

2. 結果母枝の種類は、発育枝より前年結果枝の方が、
雌花（毬）数や大果（2L以上の実）数が多い傾向に
あります（図 1, 2）。

3． せん定では、結果母枝として長さが 25cm以上で、
基部径 7mm以上または先端部径 4mm以上の前年
結果枝を選びます（図 3）。

4． 結果母枝は、樹冠占有面積（木の広がっている面
積）1㎡あたり 4本程度の密度で残してせん定する
と、毎年、大きな実を安定して生産できます（図 4）。

5． 翌年に優良な結果母枝候補枝（前年結果枝）を得る
ためには、冬のせん定時に、長さ 90cm未満の発
育枝を予備の枝として、1/4程度切り戻します。

せん定後
優良な前年結果枝を残す

せん定前

残す 残す

前年結果枝

発育枝

前年に実をつけた枝を使う。
研究の成果

①
②

③
④

基部の太さ
7mm以上

先端部の太さ
4mm以上

5cm

図 2　せん定の方法

図 1　結果母枝の種類と雌花数および収量

図 3　せん定枝を選ぶ方法図４　結果母枝密度（残す本数）と収量および果実重の関係
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小課題：品質変動の解析と対策の策定

「ぽろたん」のシワ果って
どうなの？

クリの実には、鬼皮にシワのある「シワ果」（図 1）が発生することがあります。では、「ぽ
ろたん」はどのような場合に「シワ果」が発生するのでしょうか。また、「シワ果」はシワ
のない実と比べて品質に違いがあるのでしょうか。

「ぽろたん」の「シワ果」は
シワのない実と何がちがうの？

クリの「シワ果」は一般に品質がよ
くないとされています。そこで、「ぽ
ろたん」の「シワ果」とシワのない実を
くらべて、渋皮のむけやすさや味など

にどのような違いがあるのかを調べま
した。

図 1　「ぽろたん」のシワ果

見ためはシワシワでも、中身はほぼ同じ。

1．「ぽろたん」は「シワ果」でも渋皮のむけやすさは良好でした。

2．食味調査の結果、「ぽろたん」の「シワ果」について約８割の
人が「味は中以上」と回答しました（図 2）。シワのない実で
も同様の結果となり、 「シワ果」とシワのない実で品質に大
きな差はないことがわかりました。

3．「ぽろたん」の「シワ果」は、シワのない実と比べて中身にほ
とんど差はありませんでしたが、見ためがよくないことが
問題点となります。

4．「ぽろたん」は 16グラム以下の小さい実に「シワ果」が多く
発生することがわかりました（図 3）。

5．「シワ果」の発生率を低くする方法として、せん定や施肥な
どをしっかりと行い、大きな実をつくることが考えられます。

研究の成果

図 3　 「ぽろたん」における果実重別の
「シワ果」発生率

図 2　 「ぽろたん」の「シワ果」の食味
調査結果

※「シワ果」、シワのない実のいずれも約
８割の人が食味は中以上であると回答した
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「ぽろたん」と一緒に
植えるならどの品種？

クリは一つの品種だけを植えても実のつきが悪いため、近くに品種の異なるクリの木（受
粉樹）を植えて、受粉させる必要があります。では、「ぽろたん」の木に実をつけさせる
ためには、どのような品種を植えたらいいのでしょうか。また、植える品種の違いによっ
て、実の特徴が変わるのでしょうか。

「ぽろたん」と一緒に植えるなら「美玖里」、
「石槌」、「岸根」、「利平ぐり」がおすすめ。

1．「ぽろたん」は、どの品種の花粉を
受粉させても、よく実がつき、渋
皮のむけやすさも良好でした。

2．「ぽろたん」の実を収穫する時期は、
9月上旬～中旬で、間違って他の品
種と一緒に収穫しないことが大切
です。そのためには、「ぽろたん」の収穫が終わってから収穫できる品種が適しています。
現在入手可能な品種では「美玖里」、「石鎚」、「岸根」、「利平ぐり」がおすすめです。ただし、

「利平ぐり」の場合は、収穫する時期が「ぽろたん」とやや重なりますが、「利平ぐり」の実
は鬼皮の色が黒っぽいことと、鬼皮に毛が多いことが特徴で、「ぽろたん」の実と見わけ
ることができます。

研究の成果

「ぽろたん」は
どの品種と一緒に植えたらいいの？

クリは受粉させる品種によって、渋皮のむけやすさ
に違いがでることが知られています。そこで、「ぽろ
たん」にいろいろな品種の花粉を受粉させた実を作り、
それらの渋皮のむけやすさの違いを調べました。また、
クリは地面に落ちた実を収穫するので、「ぽろたん」を

受粉させるための品種が、「ぽろたん」と同じ時期に収
穫する品種であった場合、間違って「ぽろたん」の実と
一緒に収穫してしまう危険性が高くなりますので、「ぽ
ろたん」と異なる時期に収穫する品種を調べました。 

8月 10月

ぽろたん

利平ぐり

美玖里

石鎚

岸根

9月

「ぽろたん」の受粉樹に適する品種とその収穫期
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中課題：「ぽろたん」の利用を円滑に進めるための基礎技術　　の開発

「ぽろたん」を調 べてみよう！
「ぽろたん」の実は、同じ時期に収穫される「国

見」や「丹沢」という品種によく似ており、これら

の品種が混ざってしまうと見わけがつかなくなり

ます。 「ぽろたん」と違って、「国見」や「丹沢」の

実は渋皮がとてもむきにくいため、見た目は同じ

なのにむけるクリとむけないクリがあっては、安

心して「ぽろたん」を利用することができなくなっ

てしまいます。そこで、「国見」や「丹沢」と「ぽろ

たん」の実を外観で見わける方法を調べました。

また、「ぽろたん」はニホングリを両親にもつニ

ホングリ品種ですが、渋皮がチュウゴクグリと同

じくらいむけやすいという特徴があります。そこ

で、「ぽろたん」とチュウゴクグリの渋皮に含まれ

る接着物質の量から「ぽろたん」の渋皮がむけや

すい原因を調べました。

果実を用いたニホングリ類似品種との識別法の検討

「ぽろたん」と「国見」、「丹沢」の実を 
見わける方法は？ 22P

渋皮剥皮機構のチュウゴクグリとの比較

「ぽろたん」の渋皮がむけやすいのは？ 22P

DNA鑑定による果実、クリ加工品の品種識別技術の開発

DNAを調べれば「ぽろたん」がわかるの？ 23P

小課題
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中課題：「ぽろたん」の利用を円滑に進めるための基礎技術　　の開発

「ぽろたん」を調 べてみよう！
さらに、外国から国内へ違法に「ぽろたん」の

実やむきグリ、甘露煮や渋皮煮などの加工品が持

ち込まれた場合でも、DNAを調べることによっ

て「ぽろたん」かどうかがわかるように研究しま

した。
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小課題：果実を用いたニホングリ類似品種との識別法の検討

小課題：渋皮剥皮機構のチュウゴクグリとの比較

「ぽろたん」と「国見」、「丹沢」の
実を見わける方法は？

「ぽろたん」の渋皮がむけやすいのは？

「ぽろたん」は渋皮がむけやすいことが最大の特徴ですが、間違ってむけない他の品種の実が混じってしま
うと、安心して利用することができなくなってしまいます。同じ時期に収穫される「国見」や「丹沢」と「ぽ
ろたん」の実を見わけることができるのでしょうか。

ニホングリは一般に渋皮がむけにくいのに、なぜ「ぽろたん」だけは渋皮がむけやすいのでしょうか。

1.  鬼皮と座の境目の「ざらつき」が、「ぽろたん」と「国見」、「丹沢」の選別のポイントになります。 
「ぽろたん」のほとんどが触るとざらざらしているのに対して、「国見」や「丹沢」はつるつるしています。

2.  選別時に実をひとつずつさわって確認することは時間がかかるので、「ぽろたん」を植える場合には収穫時に実が混ざらないよう、 
収穫期の近い「国見」や「丹沢」を「ぽろたん」の近くに植えないことが大切です。

「ぽろたん」(ざらつき有) 「国見」(ざらつき無) 「丹沢」(ざらつき無)

お尻（座）をさわって！

渋皮と果肉を接着させる物質が、
渋皮と果肉の間には少ないから。

研究の成果

研究の成果

「ぽろたん」と「国見」や「丹沢」を
外観から識別できる方法について調べました。

「ぽろたん」の渋皮周辺のポリフェノール量を測定し、
渋皮がむけやすい理由を調べました。

1.  渋皮内に含まれるポリフェノール量は、「ぽろたん」は「チュウ
ゴクグリ」より明らかに多く、他のニホングリと同程度でした。

2.  一方、直接の接着物質とされている、渋皮と果肉の間のポリフェ
ノール量は、「ぽろたん」ではチュウゴクグリ並に少ないことが
わかりました。

3.  これらの結果から、「ぽろたん」では渋皮の中で多量のポリフェノールが作られるものの、それが渋皮の
外に出てこないために接着物質が少なく、渋皮がむけやすくなっていることがわかりました。

渋皮内の
ポリフェノール量

渋皮内と果肉の間の
ポリフェノール量

ぽろたん チュウゴクグリ ニホングリ
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小課題：DNA鑑定による果実、クリ加工品の品種識別技術の開発

DNAを調べれば
「ぽろたん」がわかるの？

近年、海外への種苗の不正な流出や、収穫物の不正な輸入が問題となっています。このような違法行為に
対抗するため、植物の一部からDNAを取り出して品種を識別する技術が開発されています。では、「ぽろ
たん」にもこのような技術が使えるのでしょうか。

DNAを調べれば「ぽろたん」がわかります！
研究の成果 枝や実、加工品などから取り出したDNAで

「ぽろたん」を識別する方法を研究しました。

1. 17種類のDNAマーカーについて調べることで「ぽろたん」お
よび主要品種を含むクリ 59品種を判別できる品種識別デー
タベースを開発しました。
このデータベースにより、枝や生果から取り出したDNAか
らその品種が「ぽろたん」かどうかわかるようになりました。

2. 「渋皮煮」や「甘露煮」、「マロングラッセ」のように、クリの
実の形がきれいに残っている加工品では、取り出したDNA
から実の由来をある程度調べることができました。

（注）しかし、「栗きんとん」のように複数の実が混ぜられた加工
品からはきれいなDNAを取り出すことができないため、ど
の品種か調べることはできませんでした。

（注）クリの果肉は種子、すなわち子供の組織にあたるため、果
肉から取り出したDNAからは種子親だけでなく花粉親由来
の遺伝子も検出されます。そのため、DNAから実の両親を
推測することはできますが、種子親の品種がどちらかはわ
かりません。

➡識別は不可能

実が原形を
とどめている
加工品

枝・葉・生果

➡由来を推測することは可能

➡品種識別が可能

実が原形を
とどめていない
加工品

クリの渋皮のむけやすさを左右するのは、渋皮と果肉
の間に蓄積するポリフェノールの量であるとされてい
ます。実が成熟するにしたがって、渋皮の細胞内でつ
くられたポリフェノールが漏れ出し、渋皮と果肉の間
に蓄積します。ポリフェノールには粘着性があるため、
蓄積したポリフェノールの量が多いほど渋皮が果肉に

くっついてむけにくくなります。「天津甘栗」などに使
われるチュウゴクグリは、渋皮をむきやすいのが特徴
ですが、これは渋皮の細胞内でつくられるポリフェノー
ルの量が少なく、渋皮と果肉の間に蓄積するポロフェ
ノールの量も少ないことが理由です。

予備知識
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おいしいぽろたん召し上がれ

ぽろたんレシピ集

さ
つ
ま
い
も
の
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「ぽろたん」の情報

登録番号：15658
登録年月日：2007年 10月 22日
農林水産植物の種類：Castanea Mill.（和名：くり属）
品種名称：ぽろたん
品種登録者の名称：国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構

【来　歴】
育成系統名：クリ筑波 36号
育 成 期 間：1991年～ 2005年（15年間）
交　配　親：系統 550-40×丹沢
＊「ぽろたん」はニホングリを両親にもつニホングリです。

【生育特性】
・樹姿は直立、樹勢はやや強い。
・雌花開花期は「丹沢」、「国見」より１～２日早い。

＊「丹沢」、「国見」はクリの品種名です。
・収穫盛期は「丹沢」よりやや遅く、「国見」とほぼ同時期である。
・健全果の収量は、「丹沢」、「国見」と同程度である。

【品質特性】
・１果平均重は、30グラム程度で「丹沢」よりやや大きく、「国見」より小さい。
・裂果率は、「丹沢」、「国見」より少ない。
・肉質はやや糖質で、甘味、香気も「丹沢」、「国見」より多い。
・渋皮剥皮性は、「丹沢」、「国見」に比べて極めて容易で、チュウゴクグリ並みに優れる。

本資料は、「新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業」により実施した研究成果に基づき編集しています。

研究課題名：渋皮が剥けやすいニホングリ「ぽろたん」の生産・利用技術の確立
研 究 期 間：2008年度～2010年度（3年間）
中 核 機 関：（独）農研機構 果樹研究所
参 画 機 関：茨城県農業総合センター、茨城県工業技術センター、埼玉県農業総合研究センター、

岐阜県中山間農業研究所、熊本県農業研究センター

本資料は、「私的使用」又は「引用」など著作権法上認められた場合を除き、無断で転載、複製、放送、販売などの
利用をすることはできません。

本資料に関するお問い合わせは、下記の連絡先にお願いします。
2011年 2月 18日

編集・発行／国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構 果樹茶業研究部門
〒 305-8605 茨城県つくば市藤本 2-1  
Tel. 029-838-6454 ／ Fax. 029-838-6437 
ホームページ：http://www.naro.affrc.go.jp/nifts/index.html

本資料に示す渋皮剥皮法を「良渋皮剥皮系ニホングリ」の業務加工に利用する場合は、農研機構の特許の許諾が

必要となりますので、下記の連絡先にご相談下さい。

nakauner609
ハイライト表示



ポロッとむける不思議な栗

ぽろたんの話
独立行政法人　農業・食品産業技術総合研究機構　果樹研究所




